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大田区は、羽田空港跡地のまちづくりの一環として羽田空港・多摩川のそばに新

しく整備する公園について、ご利用になる皆さまからご意見をいただいております。

みんなが使いたくなる公園にするためにはどうしたらよいかを、公募によりお集ま

りいただいた皆さんが意見を出し合う、意見交換会の第２回目を開催しました。

裏面につづきます

・ウォームアップ（新しくできる公園で自分がしてみたいこと・理想的な公園）

・第1回意見交換会の振り返り、6人の主人公と担当するプレイヤーの決定

・ロールプレイング・ゲーム

６人の主人公（公園利用者）の深堀り

それぞれの主人公が公園でしてみたいことや、そのために欲しいものについて意見交換

主人公（公園利用者）が公園で出会ったときに何が起こるか

「良いこと」や「悪いこと（課題）」を想像し、意見交換

・まとめの発表

※ロールプレイング・ゲームでは、出席者が主人公になりきって、自分とは

異なるキャラクターを演じてもらいました。

コロナ感染対策を実施し、参加者の安全に配慮して開催しております！

＜対策内容＞

・マスク着用、手指消毒の徹底 ・体温計測を実施

・密を避けるため、各グループが独立した部屋で意見交換を実施

・参加者同士の接触を避けるため、デジタルホワイトボードツールを使用

・アクリル板の設置 ・ソーシャルディスタンスの確保 ・常時、部屋の換気

日 時：令和3年6月12日（土） テーマ：『ストーリー（物語）をイメージしよう』

9時30分～12時30分 ねらい：６人の主人公が集まった時にどのような公園利用

場 所：大田区産業プラザPiO となるか想像する

参加人数： ２９名（６グループに分かれて話し合ってもらいました）

区のＨＰにも、
ニュースレターを
掲載しております。

第１回で設定した主人公（公園利用者）になりきって、それぞれの主人公が同時に公園を利用するシ

チュエーションをロールプレイング・ゲームによって体験的にイメージし、どのようなことが起こる

のか、良いことも悪いことも含めて考える。

第１回では、多くの利用者が楽しめる公園を考えるために公園予定地がどのような場所にあるのか

を知り、具体的にどのような公園利用者（主人公）がいるのかを想像して意見交換をしました。

多くのアイデアの中から、第２回に向けて、各グループ６人の主人公を設定しました。



第３回意見交換会では、これまで想像してきた多様な主人公が、

公園で楽しい時間を過ごすために必要なレイアウトや使い方を考えます。

次に、６人の主人公が公園で出会った時に

何が起こるか、話し合いました。

良いこととしては、「多様な人々が交流し、

刺激を受ける」、「人が集まることで安全・

安心を得られる」など、人と人が公園で出会

うことで生まれる相乗効果があげられました。

課題としては、「利用ルールをみんなが守る

仕組みづくり」、「スポーツをする際の周囲

の安全確保」、「エリア分けと交流を生む環

境づくりの両立」などがあげられました。

最後に、グループ毎に全体発表をしました。主

人公により、公園に対する要望や期待が異なるこ

とを理解し、一緒に利用する際に生じる「良いこ

と」と「課題」に気づきが生まれました。

２回目ということもあり、皆さんリラックスして、

積極的な意見交換が行われました。

まず、公園利用のイメージを深めるため、主人

公を６人に絞り込み、それを担当する方を決定し

ました。ロールプレイング・ゲームにおいて、出

席者自らの立場とは異なる役割を演じることを通

じて、どのような活動をするのか、またそのため

に欲しいものをイメージしました。

そこから、「24時間開放された公園」、「飛行機

の音を活かしたコンサート」など多様なアイデア

や活動があげられました。

意見交換会終了後、希望者（20名）が現地を訪れました。

公園予定地の広さや空港、多摩川に隣接していることを実感。

思い思いに写真を撮るなど、公園イメージを膨らませました。


